



















































































































　 展 覧 会「Fashion3.0」（10月23～30日，
ソーシャル・インスティチュート）は，一着
の服に数名の人々が思い思いに意匠を加えて
いくことで制作されるシェアファッションや，
廃棄野菜・果物から紙を制作してプロダクト
を開発するプロジェクトなどに取り組み，会
場にその成果を発表した。また会場では擬木
でジュエリーを制作するワークショップや
ソーシャルデザインのウエブサイト主催者の
トークショーが開催された。
●スローファッションを考える
　このような活動から，スローファッション
を４つのキーワードにまとめてみたい。すな
わち，「サステナブル（経済成長を至上価値
とするのではなく，低炭素，循環型社会を目
標とする，持続可能なもの作り）」「ローカル
（地方からのデザイン，多様な働き方の追
求）」「ソーシャル（グローバルな共生社会の
創出，フェアトレード，オーガニックコット
ン）」「ロングライフ（長く使える服，素材か
らリサイクルまで射程に入れた，デザイ
ン）」である。すでにスローファッションを
実践する動きはあり，それに共感する人々も
増えてきた。
　英米でもサステナブルデザインの立場から
スローファッションに言及する研究者が登場
している。彼らの定義は必ずしも一致するも
のではないが，ファストファッションが象徴
する大量生産・大量消費に歯止めをかけよう
とする問題意識，もの作りを生産ー消費ーリ
サイクルの循環のなかで発想すること，新し
い出発点から生活や社会を構想することなど
の主張において共通する。
　４年間ゼミをして気づいたのは，今の
ファッションのあり方に違和感や抵抗感を抱
いている人が少なくないことだ。今後，ス
ローファッションやサステナブルデザインの
動きがどう展開していくのか，よく見守って
いきたい。
